
三
笠
宮
家
寛
仁
親
王
殿
下
の
近
江
神
宮
ご
参
拝
の
記
録

三
笠
宮
家
寛
仁
（
と
も
ひ
と
）
親
王

殿
下
に
は
六
月
六
日
、
長
い
闘
病
の
末
、

ま
だ
六
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
薨
去
相

成
ら
れ
ま
し
た
。
型
破
り
の
皇
族
と
も

い
わ
れ
、
闘
病
の
な
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
行
動
の
跡
を
残
さ
れ
た
ご
生
涯
で
し

た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
奉
り
ま
す
。

殿
下
は
、
平
成
六
年
六
月
七
日
、
近

江
神
宮
に
ご
参
拝
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

大
津
市
長
以
下
崇
敬
者
百
名
ほ
ど
で
奉

迎
申
し
上
げ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
参
拝
の
の
ち
、
古
代
火
時
計

の
前
に
足
を
向
け
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
ご
質
問
に
宮
司
が
お
答
え
申
し
上
げ
た
次
第
で
し
た
。
（
下
写
真
）

『
古
事
記
』
編
纂
よ
り
一
三
〇
〇
年

一
昨
年
の
平
城
京
一
三
〇
〇
年
か
ら
二
年
を
へ
て
、
本
年
は
、
日
本
最
古
の

歴
史
書
『
古
事
記
』
編
纂
よ
り
一
三
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。
天
孫
降
臨
の
地
・

宮
崎
、
出
雲
神
話
ゆ
か
り
の
島
根
、
最
初

に
産
み
な
さ
れ
た
国
土
で
あ
る
淡
路
島
の

あ
る
兵
庫
県
な
ど
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た

各
地
の
ほ
か
、
当
時
の
都
の
地
で
あ
り
古

代
の
都
の
多
い
奈
良
県
な
ど
、
古
事
記
に

ゆ
か
り
の
あ
る
各
県
は
、
観
光
客
誘
致
策

の
一
環
と
し
て
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
暮
れ
こ
ろ
よ
り
、

古
事
記
や
日
本
神
話
関
連
の
出
版
物
も
多

数
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
は
伊
勢
神
宮
の
第
六
十
二
回
式
年

遷
宮
の
年
で
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
観
光

を
媒
介
に
、
日
本
の
国
の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
心
を
追
体
験
し
、
神
話
や

歴
史
を
再
認
識
し
、
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
伝
統
を
尊
ぶ
と
と
も
に
、
日

本
の
国
に
誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
期
待
し
た
い
次
第
で
す
。

日
本
刺
繍
に
よ
る
源
氏
物
語
展

日
本
刺
繍
は
現
存
最
古
の
天
寿
国
曼
陀
羅
繍
帳
（
奈
良
・
中
宮
寺
）
を
は
じ

め
繍
仏
や
衣
服
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
こ
と
に
甲
冑
や
日
本
人
形
、
山
車
の
幕
な

ど
に
は
優
美
な
も
の
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
本
刺
繍

に
よ
っ
て
源
氏
物
語
の
一
コ

マ
一
コ
マ
を
表
わ
し
た
「
日

本
刺
繍
に
よ
る
源
氏
物
語
五

十
四
帖
」
が
、
か
つ
て
パ
リ

の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
「
日
本

週
間
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ

た
際
に
出
品
さ
れ
絶
賛
を
博

し
た
と
の
こ
と
で
、
四
年
前

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講

新
版
第
十
三
号

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日

本
年
の
日
供
神
饌
講
講
社
大
祭
・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
鳥
取
県

講
元
講
員
の
皆
様
に
よ
り
大
膳
職
以
下
所
役
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
賑

々
し
く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

．



の
源
氏
物
語
千
年
紀
に
は
石
山
寺
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
源
氏
物
語

の
主
人
公
・
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
も
み
な
さ
れ
る
源
融
（
み
な
も
と
の
と
お

る
）
を
お
ま
つ
り
す
る
融
神
社
（
大
津
市
伊
香
立
）
と
日
本
刺
繍
協
会
を
主
催

と
し
、
近
江
神
宮
境
内
の
近
江
勧
学
館
で
十
月
六
日
よ
り
二
十
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
期
間
中
に
は
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
計
館
宝
物
館

百
人
一
首
か
る
た
展

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
「
ち
は
や
ふ
る
」
の
効
果

な
ど
も
あ
っ
て
競
技
か
る
た
人
口
が
急
激
に
増

え
て
い
ま
す
。
近
江
神
宮
時
計
館
宝
物
館
で
は
、

四
月
よ
り
企
画
展
「
百
人
一
首
か
る
た
展
」
を

開
催
し
、
奉
納
さ
れ
た
百
人
一
首
の
掛
軸
や
屏

風
、
人
形
に
よ
る
競
技
か
る
た
の
対
戦
の
模
様

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
館
料
は
常
設

展
入
館
料
（
三
百
円

講
員
証
・
奉
賛
会
会
員

証
を
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
）
の
み
で
す
。

九
月
中
旬
か
ら
は
び
わ
湖
大
津
観
光
協
会
の
企

画
で
「
ち
は
や
ふ
る
」
の
複
製
原
画
展
が
併
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
境
内
楼
門
横
の
廻
廊
に
は
百
人
一
首
の

歌
と
イ
メ
ー
ジ
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ネ
ル
が
百
枚
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮
中
歌
会
始
に
詠
進
し
ま
し
ょ
う

宮
中
の
歌
会
始
の
詠
進
歌
が
十
七
年
に
近
年
の
最
多
と
な
っ
た
あ
と
漸
減
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
短
歌
を
作
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
も
、
ご
自
分
の
身
辺

生
活
の
な
か
で
の
お
気
持
ち
を
、
素
直
に
五
七
五
七
七
の
三
十
一
音
に
お
詠
み

い
た
だ
け
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
。
「
お
も
ふ
こ
と
思
ふ
が
ま
ま
に
い
ひ
て
み

む
歌
の
し
ら
べ
に
な
り
も
な
ら
ず
も
」
と
い
う
明
治
天
皇
の
御
製
も
あ
り
ま
す
。

選
に
入
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
く
、
天
皇
陛
下
に
読
ん
で
い
た
だ
く
と
い

う
気
持
ち
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
詠
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
天
皇
陛
下
は
、
歌
会
始
の
の
ち
半
年
ほ
ど
か
か
っ
て
一
つ
一
つ
す

べ
て
を
お
読
み
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

本
年
の
お
題
は
「
立
（
り
つ
）
」
で
す
。
歌
の
な
か
に
「
立
」
の
文
字
が
入

っ
て
い
れ
ば
よ
く
、
「
立
志
」
「
立
春
」
の
よ
う
な
熟
語
で
も
、
ま
た
「
立

つ
」
「
立
ち
上
が
る
」
の
よ
う
に
訓
読
み
で
も
差
し
支
え
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
未
発
表
の
自

作
の
短
歌
一
人
一
首
。
締
切
は
九
月
三
十
日
消
印

ま
で
。
「
〒1

0
0
-
8
1
1
1

宮
内
庁
」
あ
て
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
毛
筆
で
自
書
。

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
。
ふ
り
が
な
つ

き
）
生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的

に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
（
書
式
図
参

照
）
。
無
職
の
場
合
は
「
無
職
」
（
以
前
に
職
業

に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
）
。
主
婦
の
場
合
は

単
に
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
可
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
詠
進
歌
」
で
検

索
す
る
と
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
詳
細
ペ
ー
ジ
に
接
続
し
ま
す
）

本
年
後
半
の
祭
典
行
事

七
月
五
日
午
前
十
一
時

燃
水
祭

七
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

八
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

弘
文
天
皇
祭

八
月
二
十
六
日
午
後
一
時

献
書
祭

十
一
月
三
日
午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

十
一
月
七
日
午
前
十
一
時

御
鎮
座
記
念
祭

十
二
月
一
日
午
前
十
時

初
穂
講
大
祭

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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「
日
供
神
饌
講
」
ペ
ー
ジ


